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浜田篤信。東北大学農学部修士課程修了(海洋
学専攻)。農学博士。東北大学助手を経て、茨城
県水産試験場内水面試験場に勤務。茨城県内
水面水産試験場長として活躍後、 (有)霞ヶ浦生
態系研究所を設立。霞ヶ浦アカデミー監事。

その3 原因解明に挑戦

す
る
ウ
ナ
ギ
は
、
雑
食
魚
１
・
５
よ
り

も
１
段
階
上
で
２
・５
と
な
り
ま
す
。

以
上
を
整
理
す
る
と
表
１
が
得
ら

れ
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

食
べ
た
有
機
物
の
魚
類
へ
の
転
換
効

率
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
餌
の
種
類
や
発

育
段
階
、
摂
食
量
等
に
よ
っ
て
異
な

り
、
最
大
値
が
30
％
と
さ
れ
、
10
～

20
％
が
一
般
的
で
す
。
こ
こ
で
は

15
％
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
す
。

漁
獲
量
を
炭
素
量
に
変
換

魚
類
が
餌
と
し
て
利
用
す
る
有
機

物
は
光
合
成
に
よ
る
植
物
起
源
で
す
。

そ
の
炭
素
含
有
量
は
、
植
物
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
、
ア
オ
コ
や
緑
藻
類

で
は
高
く
50
％
、
珪
藻
類
で
低
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
（
表
２
参
照
、乾
燥
重

量
当
た
り
％
）
。

霞
ヶ
浦
北
浦
に
分
布
す
る
プ
ラ
ン
ク

と
の
種
類
は
、
時
代
や
季
節
に
よ
っ
て

異
な
り
、珪
藻
、ア
オ
コ
や
糸
状
藍
藻

類
が
優
占
種
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
と
の
炭
素

含
有
量
を
表
の
平
均
値
の
40
％
を
用

い
ま
す
。

以
上
の
条
件
（
栄
養
段
階
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
、
有
機
物
の
炭
素
組
成
）

を
用
い
て
漁
獲
量
（
漁
獲
さ
れ
た
魚

貝
類
が
食
べ
た
餌
総
量
）
を
炭
素
に

変
換
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
１
平

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
示
す
と
図
１

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

2

（
１
）
食
性
で
グ
ル
ー
プ
化

前
回
は
、漁
獲
変
動
を
種
類

毎
に
概
観
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
食
性
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

漁
獲
変
動
も
同
じ
傾
向
を
示

す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
漁
獲
変
動
を

４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
ま

し
た
。

1

次
消
費
者

植
物
を
食
べ
る
種
、
植
物
を

直
接
利
用
、
摂
取
す
る
貝
類

や
ハ
ク
レ
ン
な
ど
。
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
も
入
り
ま
す
。

二
次
消
費
者

動
物
プ
ラ
ン
食
者
の
ワ
カ
サ

ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
ク
ル
メ
サ
ヨ
リ
。

イ
サ
ザ
ア
ミ
も
漁
獲
変
動
が

ワ
カ
サ
ギ
に
近
い
の
で
、
こ
の

仲
間
に
い
れ
ま
し
た
。

肉
食
種

ウ
ナ
ギ
、ナ
マ
ズ
と
ス
ズ
キ
が

該
当
し
ま
す
が
、
ニ
ゴ
イ
も
こ

の
仲
間
に
加
え
ま
し
た
。
外

来
魚
で
は
ラ
イ
ギ
ョ
（
カ
ム
ル

チ
ー
）
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
で
す
。

雑
食
種

コ
イ
や
ギ
ン
ブ
ナ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、

ヌ
マ
チ
チ
ブ
で
す
が
、
エ
ビ
類
、

タ
ナ
ゴ
類
も
、
同
傾
向
の
漁

獲
変
動
を
示
し
て
い
る
の
で

雑
食
性
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

漁
獲
変
動
の
傾
向
は
、
若
干

ち
が
い
ま
す
が
、
ウ
グ
イ
、
ヒ

ガ
イ
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
加

え
ま
し
た
。

グルーブ 栄養段階数 種類

１次消費者 1 貝類、植物プランクトン食者

２次消費者 2 ワカサギ、シラウオ、クルメサヨリ、イサザアミ

肉食者 2.5 ウナギ、ナマズ、スズキ、カムルチー他

雑食者 1.5
コイ、フナ、ドジョウ、ハゼ類、テナガエビ、タナ

ゴ類、ウグイ、ブルーギル、ヒガイ他

表１ 霞ヶ浦北浦の魚類を食性でグループに分ける（
２
）
魚
類
生
産
を
消
費
さ
れ
た

有
機
物
量
に
変
換
す
る

栄
養
段
階
の
数

魚
類
の
単
位
生
産
当
た
り
の
有
機
物

消
費
量
は
食
性
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

一
次
消
費
者
で
は
、
直
接
、植
物
を
消
費

す
る
の
で
栄
養
段
階
の
数
は
表
に
示
し

た
よ
う
に
１
で
す
が
、
ワ
カ
サ
ギ
や
シ
ラ

ウ
オ
で
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
消
費

し
た
動
物
プ
ラ
ン
ク
ッ
ト
ン
を
利
用
す
る

の
で
栄
養
段
階
数
は
２
で
す
。
エ
ビ
や
ハ

ゼ
類
、
コ
イ
、
フ
ナ
は
雑
食
性
で
主
に
デ

ト
リ
タ
ス
（
分
解
過
程
に
あ
る
有
機
物
）

を
摂
食
し
ま
す
が
、
底
生
動
物
や
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
も
摂
食
す
る
の
で
栄
養

段
階
の
数
は
一
次
と
二
次
消
費
者
の
中

間
の
１
・
５
程
度
で
す
。
雑
食
魚
を
餌
と

種類（％） 炭素 窒素 リン

シネドラ 24 9 0

メロシラ 17 2 0

アナベナ 44 10 1

アオコ 49 10 1

糸状藍藻 32 6 1

ミカヅキモ 43 5 0

表２ 藻類の組成（乾重単位％）
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図1 漁獲量（炭素換算値、左）と有機物の分配比率の推移（右）
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魚
類
生
産
に
消
費
さ
れ
た
有
機
物

の
量
は
、
前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
総

漁
獲
量
の
変
動
と
同
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
第
２
回
目
の
ピ
ー
ク
の

出
現
時
期
が
１
９
７
０
年
頃
に
あ
っ

て
、
漁
獲
総
量
の
ピ
ー
ク
よ
り
も
１

０
年
程
速
め
に
出
現
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
１
９
１
３
年
頃
の
第
1
回
目

の
ピ
ー
ク
が
１
９
７
０
頃
の
第
２
回

目
の
ピ
ー
ク
の
１
・
５
倍
に
達
し
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
第
１
、
２

次
消
費
者
と
も
に
豊
漁
の
結
果
で

し
ょ
う
。

漁
業
対
象
種
の
遷
移

食
性
毎
に
見
る
と
１
９
２
０
年
頃

ま
で
が
１
次
消
費
者
と
２
次
消
費
者
、

１
９
７
０
年
頃
ま
で
が
２
次
消
費
者
、

２
０
０
０
年
頃
ま
で
が
雑
食
魚
優
位

の
時
代
で
、
そ
の
後
に
な
る
と
雑
食

魚
の
比
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

１
９
１
３
年
頃
の
第
１
回
目
の
漁

獲
炭
素
量
が
第
２
回
目
よ
り
も
高
い

理
由
は
、
１
９
１
５
年
頃
の
漁
獲
対

象
種
が
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
で
あ

る
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ
ウ
オ
が
中
心
と
な

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
雑
食
魚
に
比
較

し
て
栄
養
段
階
が
高
い
こ
と
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

基
礎
生
産
速
度
の
推
移

魚
類
生
産
や
漁
獲
量
を
左
右
す
る

第
一
の
要
因
は
餌
料
の
過
多
で
す
。

餌
料
は
、
光
合
成
作
用
で
生
産
さ
れ

る
植
物
で
す
。
そ
こ
で
光
合
成
速
度

（
基
礎
生
産
）
の

推
移
を
知
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
基
礎
生
産
は
通
常

の
観
測
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
１
９
８
１
～
１
９
８
９
年
の

間
に
つ
い
て
は
霞
ヶ
浦
の
５
地
点
で

調

査

が
実

施

さ

れ
て
い
ま
す
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こ
の
１
９
８
１
～
１
９
９
９
年
間
の

基
礎
生
産
観
測
値
と
湖
心
表
層
の

酸
素
量
と
の
間
に
相
関
関
係
が
認
め

ら
れ
る
の
で
（
詳
細
省
略
）
、
こ
の
関

係
を
用
い
て
１
９
５
５
～
２
０
２
０
年

の
間
の
湖
心
表
層
の
酸
素
量
を
基

礎
生
産
速
度
に
変
換
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
、
前
述
の
漁
獲
量
炭
素

変
換
値
と
合
わ
せ
て
示
し
た
も
の
が

図
2
で
す
。

漁
獲
炭
素
量
は
前
述
し
た
よ
う
に

１
９
５
５
年
か
ら
１
９
７
０
年
頃
に

向
か
っ
て
上
昇
し
１
９
８
０
年
頃
か

ら
減
少
に
向
か
う
の
で
す
が
、
有
機

物
の
生
産
で
あ
る
基
礎
生
産
は
１
９

５
５
年
頃
か
ら
１
９
８
０
年
に
か
け

て
や
や
上
昇
は
す
る
も
の
の
、
漁
獲

炭
素
量
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
明
瞭

な
減
少
傾
向
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
漁
獲
量
減
少
の
原
因
は

有
機
物
の
生
産
速
度
の
低
下
で
は

な
く
、
そ
れ
以
外
に
に
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

基
礎
生
産
か
ら
漁
業
生
産
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率

前
図
か
ら
光
合
成
で
生
産
さ
れ
た

有
機
物
が
１
９
８
０
年
頃
か
ら
生
産

さ
れ
た
有
機
物
か
ら
消
費
者
で
あ

る
魚
介
類
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
効

率
の
低
下
が
覗
え
ま
す
。

「
魚
類
生
産
／
基
礎
生
産
」
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
効
率
を
算
出
し
た
結

果
が
次
の
図
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
、
１
９
６
５
年

頃
ま
で
は
０
・
３
～
０
・
５
付
近
に
あ

り
ま
す
が
、
以
後
減
少
し
始
め
、
１
９

８
０
年
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

低
下
が
顕
著
と
な
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
に
は
０
・
１
、
２
０
１
０

年
に
は
１
９
６
５
年
頃
の
10
分
の
1

の
０
・
０
４
に
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
１
９
７
５
年
頃
か
ら

の
漁
獲
量
の
低
下
の
原
因
が
基
礎
生

産
か
ら
消
費
者
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
効
率
の
低
下
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
低
下
原
因

次
に
問
題
と
な
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
低
下
の
原
因
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
低
下
が
始
ま

る
１
９
７
５
年
頃
は
、
常
陸
川
水
門

の
暫
定
管
理
が
開
始
さ
れ
る
時
期

で
水
位
が
高
め
に
管
理
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

霞
ヶ
浦
の
水
位
は
１
９
３
１
年
か
ら

観
測
さ
れ
記
録
が
残
さ
れ
（
水
資
源

機
構
．
霞
ヶ
浦
開
発
定
期
報
告
令
和

４
）
、１
９
７
６
年
以
降
は
、「
水
文
水

質
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
国
土
交
通
省
」
で

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
水
位
の
経
年
変
化
を
示

し
た
も
の
が
図
４
で
す
。

水
位
は
１
９
５
０
年
頃
ま
で
は
Ｙ
Ｐ

１
・
０
～
１
・
１
ｍ
の
高
め
に
推
移
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
低
下
に
す

る
よ
う
に
な
り
１
９
６
７
年
に
は
０
・

８
２
ｍ
に
低
下
、
１
９
７
５
年
か
ら
は
、

１
・
０
、
１
９
９
６
年
か
ら
は
１
・
１
～

１
・２
ｍ
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
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（
３
）
水
深
と
漁
獲
量
の
関
係

こ
の
水
位
を
基
に
水
深
と
前
述
の
漁

獲
量
（
炭
素
量
換
算
値
）
と
の
相
関
関

係
を
示
す
図
5
が
得
ら
れ
ま
す
。

漁
獲
炭
素
量
は
１
９
３
１
～
２
０
２
５

年
６
月
27
日
１
～
１
９
６
０
年
の
期
間

は
、
水
深
に
関
係
な
く
１
日
あ
た
り
約

０
・
３
ｇ
／
㎡
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、

１
９
６
０
年
以
降
に
な
る
と
水
深
が
大

き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
漁
獲
量
が
急

激
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。こ

の
約
１
２
０
年
間
の
漁
獲
量
、
あ

る
い
は
漁
業
炭
素
量
は
、
１
９
６
０
年

の
時
点
で
前
後
に
二
分
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
前
半
の
60
年
間
の

漁
獲
量
変
動
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
後
半
の

１
９
６
０
年
以
降
の
60
年
間
の
漁
獲

量
変
動
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
が
「
水

深
」
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も
図
６
の
よ

う
に
水
深
に
と
と
も
に
低
下
し
ま
す
。

以
上
か
ら
１
９
８
０
年
頃
か
ら
の
漁

獲
量
減
少
の
原
因
が
、水
位
が
上
昇
し

水
深
が
深
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
基

礎
生
産
か
ら
消
費
者
で
あ
る
魚
介
類

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
効
率
の
低
下
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
低
下
の

原
因
を
明
ら
か
に
す
る

底
層
の
酸
素
変
動

魚
介
類
の
餌
と
な
る
有
機
物
の
生
産
、

す
な
わ
ち
基
礎
生
産
は
図
２
に
示
し

た
よ
う
に
漁
獲
量
減
少
が
始
ま
っ
た
１

９
８
０
根
年
以
降
も
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
生
産
さ
れ
た
有
機
物
の
魚
類
や

エ
ビ
類
へ
の
転
換
効
率
は
１
９
７
８
年

頃
の
40
％
か
ら
２
０
２
０
年
の
２
％

（
20
分
の
1
）
へ
低
下
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
20
分
の
1
に
低

下
し
た
の
か
が
、
今
回
、
最
後
の
問
題

で
す
。

１
９
７
５
年
頃
か
ら
大
き
な
変
化
が

み
ら
れ
る
水
質
項
目
の
一
つ
は
底
層

の
酸
素
量
で
す
。

表
層
の
酸
素
量
は
比
較
的
安
定
し
た

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
底
層
の

値
は
１
９
７
８
年
以
降
下
降
し
夏
期
に

は
、
し
ば
し
ば
５
㎎
／
㍑
以
下
に
低
下

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
水
文
水
質
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
は
、
こ
の
他
に
底
泥
直
上
と

い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
値
を
図

示
し
た
も
の
が
図
8
で
す
。

底
泥
直
上
の
酸
素
量
は
、
１
９
８
５

年
以
前
に
は
８
㎎
／
㍑
前
後
で
す
が

以
後
急
減
し
１
９
８
５
年
か
ら
１
９
９

１
年
ま
で
の
期
間
に
は
無
酸
素
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。以
後
、無
酸
素
状
態

か
ら
徐
々
に
回
復
に
向
か
っ
て
い
ま
す

が
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら
は
低
め
の
値

が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
底
泥
直
上
の
無
酸
素
状
態
か
ら

の
回
復
が
始
ま
る
１
９
９
０
年
頃
は
、

ア
オ
コ
か
ら
糸
状
藍
藻
類
へ
の
植
物
プ

ラ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
優
占
種
の
遷
移
が
起

こ
る
時
期
に
一
致
し
て
い
ま
す
。

こ
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
優
占
種
交

代
に
よ
っ
て
底
層
へ
の
有
機
物
供
給
速

度
が
低
下
し
、
底
泥
の
酸
素
消
費
速

度
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
底

泥
直
上
の
酸
素
量
が
上
昇
に
向
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
５
）
底
層
の
物
質
代
謝
の
遷
移

好
気
か
ら
嫌
気
へ

バ
ク
テ
リ
ア
の
動
向

底
層
や
底
泥
直
上
に
お
け
る
酸
素
状

態
の
推
移
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

の
は
底
層
に
お
け
る
代
謝
が
好
気
的

代
謝
か
ら
嫌
気
的
代
謝
へ
移
行
し
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
９
８
０
年
以
前
に
は
好
気
的
状
態

に
あ
っ
て
、
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

１
９
８
５
年
以
降
に
な
る
と
、
こ
の
分

解
過
程
が
嫌
気
的
条
件
下
で
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
裏
付
け
る
調
査
結
果
と
し

て
二
つ
の
現
象
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
ず
、
湖
水
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
数
（
全

菌
数
、
茨
城
県
内
水
面
水
産
試
験
場

報
告
湖
沼
観
測
値
）
が
１
９
８
４
年
か

ら
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
枯
死
し

て
湖
底
に
沈
殿
し
た
有
機
物
は
バ
ク
テ

リ
ア
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
ま
す
が
、こ
の

分
解
過
程
で
有
機
物
の
一
部
が
バ
ク

テ
リ
ア
に
と
り
こ
ま
れ
バ
ク
テ
リ
ア
の

成
長
を
促
進
し
ま
す
。分
解
過
程
に
あ

る
有
機
物
と
そ
こ
に
付
着
し
て
い
る
バ

ク
テ
リ
ア
の
混
合
物
が
デ
ト
リ
タ
ス
と

し
て
底
生
動
物
や
雑
食
性
魚
類
に
利

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
中
に
懸
濁
し

て
い
る
デ
ト
リ
タ
ス
は
動
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
増
殖
を
促
し
ワ
カ
サ
ギ
や
シ
ラ

ウ
オ
の
餌
と
な
り
ま
す
。

好
気
的
分
解
過
程
で
は
、
有
機
物
が

グ
ル
コ
ー
ス
や
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
、

さ
ら
に
炭
酸
ガ
ス
と
水
、ア
ン
モ
ニ
ア
に

ま
で
分
解
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
過
程
で

バ
ク
テ
リ
ア
は
ア
デ
ノ
ー
シ
ン
三
リ
ン
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酸
（
Ａ
Ｔ
Ｐ
）
と
い
う
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

リ
ン
酸
化
合
物
を
獲
得
し
、
こ
の
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
合
物
を
利
用
し
て
増
殖

し
ま
す
（
こ
の
過
程
は
解
糖
系→

Ｔ
Ｃ

Ａ
回
路→
電
子
伝
達
系
と
い
う
一
連

の
生
化
学
反
応
で
達
成
さ
れ
ま
す
、

図
10
参
照
）
。

と
こ
ろ
が
嫌
気
的
な
環
境
が
出
現
す

る
と
、
こ
の
好
気
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
路

が
機
能
せ
ず
Ａ
Ｔ
Ｐ
の
獲
得
が
嫌
気
的

過
程
で
あ
る
解
糖
系
の
部
分
だ
け
に

依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
有
機
物
の
嫌
気
的
分
解
に
は
、
乳

酸
発
酵
や
硝
酸
塩
酸
化
等
が
あ
り
ま

す
が
、好
気
的
分
解
過
程
に
比
較
す
る

と
Ａ
Ｔ
Ｐ
獲
得
効
率
が
劣
り
、
バ
ク
テ

リ
ア
や
デ
ト
リ
タ
ス
の
生
産
が
低
下
し

ま
す
。

嫌
気
的
分
解
過
程
で
現
れ
る
も
う

一
つ
の
現
象
は
湖
水
中
へ
の
有
機
酸
の

蓄
積
で
す
。
図
10
に
示
し
た
よ
う
に
好

気
的
条
件
下
で
は
有
機
物
は
完
全
に

分
解
さ
れ
炭
酸
ガ
ス
と
水
を
生
成
し

ま
す
が
、
嫌
気
的
環
境
下
で
は
炭
酸
ガ

ス
と
水
に
ま
で
分
解
さ
れ
ず
、
ピ
ル
ビ

ン
酸
や
酢
酸
等
の
中
間
代
謝
産
物
が

蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

湖
水
中
の
有
機
酸
の
濃
度
を
分
別

定
量
し
た
デ
ー
タ
は
１
９
７
７
、
１
９
９

０
及
び
１
９
９
５
年
に
つ
い
て
断
続
的

で
す
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
３
浜
田

1
9

9
6

、A.H
a

m
a
d

a
1

9
9

5

）
。

１
９
７
７
年
の
観
測
で
は
、酢
酸
、
乳
酸

（
ま
た
は
ピ
ル
ビ
ン
酸
）
が
低
濃
度
で
は

あ
り
ま
す
が
検
出
さ
て
い
ま
す
。

嫌
気
的
分
解
に
は
乳
酸
発
酵
の
他
に

硝
酸
塩
呼
吸
が
あ
り
ま
す
。
硝
酸
態

窒
素
の
酸
素
を
利
用
し
て
有
機
物
を

酢
酸
に
分
解
、
硝
酸
態
窒
素
自
身
は

窒
素
ガ
ス
と
な
っ
て
空
中
に
放
散
さ
れ

ま
す
。
こ
の
現
象
は
脱
窒
作
用
と
よ
ば

れ
ま
す
が
、
１
９
９
２
年
に
は
比
較
的

高
濃
度
の
窒
素
ガ
ス
の
生
成
が
確
認

さ
れ
て
い
て
、
こ
の
時
代
に
硝
酸
塩
呼

吸
が
活
発
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
（
佐
々
木
、
茨
城

内
水
試
30
、１
９
９
４
）
。

（
６
）
底
層
へ
の
酸
素
運
搬

湖
底
に
お
け
る
代
謝
が
嫌
気
的
と
な

る
の
は
表
層
で
生
産
さ
れ
た
酸
素
が

湖
底
に
運
ば
れ
な
い
か
ら
で
す
が
、
生

産
さ
れ
た
酸
素
の
底
層
へ
の
運
搬
に
は

２
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
は
、
風
に
よ
る
湖
水
の
上
下

混
合
で
す
。
図
３
や
４
で
明
ら
か
に

た
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
均
水
深
が

４
・
３
～
４
・
６
ｍ
の
間
で
漁
獲
量
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
は
風
に
よ
る
上
下
混
合
の
及

ぶ
範
囲
が
水
深
４
ｍ
付
近
ま
で
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
以
下

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

酸
素
供
給
速
度
の
実
測

水
深
４
・
３
ｍ
付
近
以
深
に
な
る
と
湖

水
の
上
下
混
合
の
低
下
で
貧
酸
素
状

態
に
陥
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に

水
深
毎
に
酸
素
供
給
速
度
の
観
測
を

霞
ヶ
浦
北
浦
の
最
深
で
部
で
実
施
し

ま
し
た
（
２
０
２
３
年
５
月
１
～
２
４

日
）
。

水
深
毎
に
鉄
板
（
１×

５
㎝
）
を
、
２

４
日
間
垂
下
し
、
そ
の
間
の
鉄
サ
ビ
の

量
を
測
定
、サ
ビ
量
を
酸
素
に
変
換
し

て
鉄
板
表
面
へ
の
酸
素
供
給
速
度
を

算
出
し
ま
し
た
。

酸
素
拡
散
速
度
は
、
霞
ヶ
浦
北
浦
と

も
水
深
４
・０
ｍ
ま
で
は
安
定
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
下
で
は
酸
素
拡
散
速
度

が
急
激
に
低
下
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
と

北
浦
を
比
較
す
る
と
、
上
下
混
合
の
お

よ
ぶ
水
深
が
霞
ヶ
浦
で
や
や
大
き
い
よ

う
で
す
が
よ
り
詳
細
な
観
測
は
今
後

の
課
題
で
す
。

水
平
方
向
の
流
動
に
よ
る
酸
素
供
給

１
９
６
０
年
以
前
の
時
代
に
つ
い
て
は
、

図
４
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
水
深
と

漁
獲
量
と
の
間
に
相
関
関
係
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
９
６
０
年
以
前
の
漁
獲
量
変
動
が

水
深
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
原
因
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

湖
底
面
に
酸
素
を
供
給
す
る
も
う
一

つ
の
仕
組
み
は
、
水
平
方
向
の
動
き
で

す
。
流
速
が
遅
い
場
合
に
は
、
湖
底
面

直
上
に
境
界
層
が
形
成
さ
れ
水
粒
子

の
動
き
が
小
さ
く
な
っ
て
上
層
側
の
酸

素
が
湖
底
面
に
移
動
し
難
く
な
り
ま

す
。潮
汐
に
よ
る
湖
内
へ
の
利
根
川
河

川
水
の
逆
流
が
大
き
い
場
合
に
は
水

平
方
向
の
流
れ
が
乱
流
状
態
と
な
っ
て

酸
素
分
子
が
湖
底
面
に
接
触
し
酸
化

が
達
成
さ
れ
ま
す
。
１
９
５
９
年
に
な

る
と
霞
ヶ
浦
下
流
の
常
陸
川
河
口
に

水
門
の
建
設
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
１
９
６
０
年
が
起
点
と

な
っ
て
水
深
の
影
響
が
顕
在
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
ま
と
め

１
９
０
０
年
か
ら
現
在
に
至
る
一
世
紀

の
漁
獲
量
変
動
は
、
１
９
６
０
年
の
時
点

で
前
後
に
大
別
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
後
期
（
１
９
６
０
年
か
ら
現
在
）

は
好
気
的
分
解
に
よ
っ
て
漁
獲
量
が
増

大
し
た
１
９
６
０
～
１
９
７
５
年
の
増
大

期
、
好
気
か
ら
嫌
気
的
代
謝
へ
遷
移
が

進
む
代
謝
遷
移
期
（
１
９
７
５
～
１
９
８

５
）
お
よ
び
嫌
気
的
代
謝
定
着
期
（
１
９

８
５
～
現
在
）
に
分
画
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
１
９
６
０
年
、
１
９
７
５
年
お
よ
び

１
９
８
５
年
は
そ
れ
ぞ
れ
常
陸
川
水
門

建
設
開
始
、
常
陸
川
水
門
暫
定
管
理
開

始
お
よ
び
暫
定
操
作
影
響
定
着
時
に
相

当
し
ま
す
。

底
層
の
酸
素
濃
度
は
水
深
４
・
５
ｍ
前

後
で
急
激
に
低
下
し
ま
す
が
、そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
底
層
に
お
け
る
有
機
物
の
分

解
が
好
気
か
ら
嫌
気
的
分
解
に
推
移
し

ま
す
。
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
有
機
物
の
分

解
過
程
で
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ン
化
合

物
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
生
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

が
バ
ク
テ
リ
ア
の
増
殖
や
デ
ト
リ
タ
ス
生

成
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。
有
機
物
分

解
過
程
で
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
生
成
率
を
比
較
す

る
と
、嫌
気
的
過
は
好
気
の
そ
れ
の
２
／

３
８
、
す
な
わ
ち
約
１
／
２
０
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
現
在
の
漁
獲
量
が
再

生
期
の
約
１
／
２
０
に
ま
で
低
下
し
た

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図10 有機物の分解過程

観測年 1977 1990 1995

項目 酢酸 乳酸 酢酸 乳酸 酢酸 乳酸

観測回数 11 7 6

平均値 0.479 0.035 41.3 17.9 68.2 2.4

表3 湖水中の濃度. 単位：μmol/L (乳酸は乳酸またはピルビン酸)

こ
れ
に
対
し
、
底

層
の
酸
素
濃
度

が
低
下
し
た
時

代
の
１
９
９
０
お

よ
び
１
９
９
５
年

の
観
測
で
は
、
明

ら
か
に
酢
酸
と

乳
酸
の
濃
度
が

増
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

有
機
物
の
好
気

的
分
解
過
程
で

は
１
モ
ル
の
グ
ル

コ
ー
ス
か
ら
38
モ

ル
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
生

成
さ
れ
生
体
内

に
お
け
る
生
化

学
反
応
の
原
動

力
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
嫌

気
的
分
解
過
程

に
お
け
る
Ａ
Ｔ
Ｐ

獲
得
数
は
、
わ
ず

か
に
２
モ
ル
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

-8

-6

-4

-2

0

0 0.1 0.2 0.3 0.4

水
深

(m
)

○霞ヶ浦
×北浦

図11 酸素拡散速度(gO2/m2/d)
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今回のテーマ： 霞ヶ浦がもたらした脅威 玉造に残る洪水の遺構

江
戸
時
代
初
期
、
徳
川
家
康
の
命
で
、
東
京

湾
に
注
ぐ
利
根
川
の
流
路
を
、
銚
子
沖
へ
と

変
え
る
大
改
修
工
事
、
「
利
根
川
の
東
遷
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
霞
ヶ
浦
は
利

根
川
と
繋
が
り
、
水
運
が
大
き
く
発
展
し
ま

す
。
一
方
で
、
こ
の
工
事
は
、
霞
ヶ
浦
の
水
の
出

口
を
狭
め
て
し
ま
う
結
果
と
な
り
、
周
辺
地

域
で
は
洪
水
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
１
７
８
３
年
の
浅
間
山
噴
火
で
、
利

根
川
に
大
量
の
土
砂
が
流
出
し
、
霞
ヶ
浦
か
ら

利
根
川
へ
の
水
の
流
れ
を
塞
ぐ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
霞
ヶ
浦
か
ら
の
流
出
水
量
は
激
減
し
、

霞
ヶ
浦
の
水
位
は
、
少
量
の
雨
で
も
上
が
り
や

す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。１
９
５
０
年
ま
で

の
１
６
７
年
間
で
お
よ
そ
70
回
、
そ
れ
ま
で
の

約
３
倍
の
頻
度
で
水
害
が
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
（
注
１
）
。

こ
う
し
た
中
、
現
在
の
霞
ヶ
浦
大
橋
の
た
も

と
、
高
須
に
、
私
財
を
投
じ
て
お
よ
そ
２
㎞
の

堤
防
を
築
い
た
の
が
、
里
正
（
名
主
）
の
白
井

小
右(

こ)

衛
門(

え
も
ん)

で
す
。
築
堤
に
は
、

１
８
０
６
（
文
化
３
）
年
（
１
８
２
０
（
文
政
３
）

年
と
も
）
か
ら
３
年
を
費
や
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。
堤
防
の
頂
部
（
天
端(

て
ん
ぱ)

）
は
、
高
須

の
町
中
を
通
る
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
脇
に
立

つ
築
堤
回
向
の
碑
（
１
８
２
６
（
文
政
９
）
年

建
立
）
が
、痕
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

霞
ヶ
浦
の
大
き
な
洪
水
は
、
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
も
起
こ
り
ま
し
た
。
「
道
の
駅

た
ま
つ
く
り
」
向
か
っ
て
右
側
湖
岸
に
あ
る

「
洪
水
の
碑
」
は
、
台
風
通
過
と
そ
れ
に
刺
激

さ
れ
た
梅
雨
前
線
の
降
雨
が
も
た
ら
し
た
１

９
３
８
（
昭
和
13
）
年
６
～
７
月
の
水
害
を
伝

え
る
自
然
災
害
伝
承
碑
で
、
１
９
８
９
（
平
成

元
）
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
碑
は
、
こ
の
洪

水
で
台
石
に
引
か
れ
た
赤
線
の
下
１
ｍ
ま
で

湖
水
位
が
上
が
り
、
利
根
川
改
修
工
事
開
始

以
来
、
最
高
水
位
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

霞
ヶ
浦
は
、
人
々
の
生
活
に
恵
み
を
も
た
ら
す

一
方
、
度
重
な
る
洪
水
で
周
辺
地
域
に
被
害
を

も
た
ら
す
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

玉
造
に
残
る
洪
水
の
遺
構
を
た
ど
り
ま
す
。

▲高須堤防（盛り上がった部分、
現在は道路となっている）と築
堤回向の碑（右手前） 碑文に
は「白井」の文字が 道路（天
端）を挟んだ向かい側は高須の
一本松跡 ▼洪水の碑 台石の
赤く囲った部分（筆者注釈）に
赤線が引かれている

Writer Ｓ・Ｈ
プロフィール：鹿行地区在住。地
域のイベントなどを取材し、紹介
しています。

か
す
み
が
う
ら

れ
き
し
さ
ん
ぽ

霞
ヶ
浦

歴
史
散
歩

注１ 茨城県 霞ヶ浦関連資料「霞ヶ浦入
門」第２章「霞ヶ浦と人との関わり」第４
回「霞ヶ浦と人との関わりの変遷」（令和
４年10月17日）より

連載第２回 野草キッチン
〜暑い時期に美味しい野草～

日
本
全
国
の
野
草
を
食
べ
な

が
ら
旅
を
す
る
、
山
菜
ソ
ム
リ
エ

の
山
田
証
で
す
。霞
ヶ
浦
ア
カ
デ

ミ
ー
の
皆
さ
ん
と
も
、野
草
や
ド

ン
グ
リ
と
言
っ
た
、
自
然
の
食
べ

物
に
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
が
、
流
通

経
路
で
や
っ
て
く
る
現
代
。食
料

難
、
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
の
時
代
で
は
特
に
、身
の
回
り

の
自
然
の
も
の
の
活
用
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

野
草
は
本
来
、
山
菜
と
呼
ば
れ

る
種
類
の
よ
う
に
、主
に
春
に
楽

し
む
も
の
と
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

で
も
、
春
夏
秋
冬
、
野
草
を
活

用
し
て
い
る
僕
か
ら
す
る
と
、夏

だ
か
ら
こ
そ
美
味
し
い
野
草
が

あ
る
の
に
、と
勿
体
無
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。夏
こ
そ
美
味
し
い

野
草
を
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
さ
せ
て

下
さ
い
。

一
つ
は
ツ
ユ
ク
サ
で
す
。青
い
花

が
美
し
く
、誰
も
が
見
た
こ
と
が

あ
る
野
草
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
ツ
ユ
ク
サ
の
茎
の
柔
ら
か
い

と
こ
ろ
を
葉
っ
ぱ
ご
と
採
っ
て
、

さ
っ
と
湯
が
く
だ
け
で
、
と
て
も

美
味
し
い
お
浸
し
に
な
り
ま
す
。

そ
の
味
は
、
初
め
て
食
べ
た
人
が

み
ん
な
ハ
マ
っ
て
い
く
く
ら
い
好

評
で
す
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食

感
が
モ
ヤ
シ
に
似
て
い
る
の
で
、

ナ
ム
ル
に
し
て
も
美
味
し
い
で
す

ね
。
生
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ

ど
栄
養
価
も
高
い
の
で
、僕
は
モ

ヤ
シ
を
買
う
く
ら
い
な
ら
、
ツ
ユ

ク
サ
を
採
っ
て
き
て
モ
ヤ
シ
の
代

わ
り
に
使
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ

ン
グ
サ
や
コ
セ
ン
タ
ン
グ
サ
で
す
。

秋
に
針
の
よ
う
な
種
が
服
に

く
っ
つ
い
て
く
る
の
で
、
く
っ
つ
き

虫
と
し
て
馴
染
み
の
あ
る
野
草

で
す
。
夏
の
こ
の
時
期
は
、
ま
だ

青
々
と
し
た
葉
を
た
た
え
て
お

り
、
肉
や
野
菜
と
共
に
炒
め
る

と
、
程
よ
い
香
味
と
苦
味
が
油

も
の
と
相
性
が
良
く
、
と
て
も

美
味
し
い
で
す
。
薬
草
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
実
績
も
あ
る
の

で
、
こ
の
夏
、
外
来
種
駆
除
の
つ

い
で
に
、
若
葉
を
調
理
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

ぜ
ひ
、試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森

林

イ
ン ス ト ラ ク タ ー

山 田 証

山 菜
ソ ム リ

エ アメリカセンダングサ

ツユクサ
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さかな芸人ハットリさんと
外来魚問題を学ぶ

か
な
芸
人
ハ
ッ
ト
リ
さ
ん
を
招
い

た
講
座
を
6
月
15
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

ハ
ッ
ト
リ
さ
ん
は
、
ア
メ
ト
ー
ク
釣
り

大
好
き
芸
人
な
ど
テ
レ
ビ
出
演
も
多

数
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
多
数
い
る
お
笑
い
芸
人

で
す
。
最
近
で
は
外
来
魚
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
始
め
、
霞
ヶ
浦
の
ア
メ
リ
カ
ナ

マ
ズ
も
た
く
さ
ん
釣
っ
て
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
販
売
し
て
く
れ
て
い
ま
す
！

今
回
、
外
来
種
、
特
定
外
来
生
物
っ

て
な
に
か
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
と
ア

カ
ミ
ミ
ガ
メ
が
指
定
さ
れ
て
い
る
条
件

付
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て
ネ
タ
を

交
え
な
が
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
！ハッ

ト
リ
さ
ん
風
に
お
礼
を
言
う
と

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
鱒
（
ま
す
）
！
」

さ

６/１５

2

３００艇近くが参加する大レースとなっ
ています。かなり暑い日となりましたが、
なんとか、それぞれ2位と5位に入り、
二人とも賞品の獲得に成功しました
～
来年は大勢で参加できるよう、漕ぎま
しょう。

行方カヌークラブHP

うなぎ漁チャレンジ
５/１８&６/22

き
物
ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
座
と
し

て
5
月
18
日
お
よ
び
6
月
22

日
に
は
「
ウ
ナ
ギ
漁
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と

題
し
た
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
県
内

外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
た

か
っ
ぽ
づ
く
り
や
、
ウ
ナ
ギ
の
餌
に
な

る
エ
ビ
や
ハ
ゼ
類
を
た
も
網
で
捕
っ

て
観
察
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ウ
ナ
ギ
は
観
察
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
勢
で
ガ
サ
ガ

サ
し
た
成
果
か
ら
多
く
の
魚
種
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。フ
ナ
や

ボ
ラ
の
稚
魚
、
産
卵
し
た
タ
マ
ゴ
を

守
っ
て
い
た
感
じ
の
大
き
な
ブ
ル
ー

ギ
ル
も
入
り
驚
き
ま
し
た
。

生

今年は、メンバー二人で大会に参加してきました。

7

Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
）
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
対
象
に
ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
ウ
ナ
ギ
類

を
加
え
る
よ
う
提
案
し
ま
し

た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
は
、
絶
滅

の
お
そ
れ
が
あ
る
野
生
生
物
の

国
際
的
な
取
り
引
き
を
規
制

す
る
条
約
で
す
。

２
０
０
９
年
に
す
で
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
は
取
り
引
き
が

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ナ
ギ
、

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
対
象
に
？

猪
苗
代
湖

「ラ
ム
サ
ー
ル
」

7
月
15
日
、
国
際
的
に
重
要

な
湿
地
を
保
全
す
る
た
め
の

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
福
島

県
の
猪
苗
代
湖
が
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
登
録
面
積
は
１
万
９

６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
登
録
は
国

内
54
カ
所
目
。

な
お
茨
城
県
の
涸
沼
が
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て

今
年
で
10
周
年
に
な
り
ま
す
。

世
界
湖
沼
の
日

２
０
２
４
年
12
月
に
国
連
総

会
で
「
世
界
湖
沼
の
日
」
が
制

定
さ
れ
、
8
月
27
日
に
は
じ

め
て
の
「
世
界
湖
沼
の
日
」
を

迎
え
ま
し
た
。
１
９
８
４
年
8

月
27
日
に
滋
賀
県
大
津
市
で

第
1
回
世
界
湖
沼
会
議
が

開
幕
さ
れ
た
こ
と
に
因
ん
で

い
ま
す
。

茨
城
県
で
は
１
９
９
５
年
に

第
６
回
世
界
湖
沼
会
議
が
、

２
０
１
８
年
に
第
17
回
世
界

湖
沼
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。



 

茨
城
県
は
蓮
根
の
生
産
量
が
全

国1

位
で
あ
り
、
霞
ヶ
浦
沿
岸
一
帯

に
蓮
根
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。
我
が

家
も
例
年
茨
城
の
親
戚
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
地
元
の
蓮
根
を
酢
ハ
ス
、

お
に
し
め
、
年
越
し
そ
ば
の
天
ぷ
ら

や
お
せ
ち
な
ど
で
美
味
し
く
い
た

だ
い
て
い
る
。

今
回
は
土
浦
市
の
奥
井
薬
局
の

奥
井
登
美
子
さ
ん
の
記
事
「
霞
ヶ

浦
蓮
根
の
花
の
お
花
見
会
」
を
紹

介
す
る
。
前
々
回
の
『
海
夫
通
信
』

47
号
の
ケ
イ
ジ

フ
ク
ダ
氏
の
ご
両

親
と
の
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、

蓮
根
は
食
す
る
だ
け
で
な
く
鑑
賞

も
楽
し
め
る
茨
城
の
特
産
で
あ
る

と
再
認
識
し
た
。

◇

霞
ヶ
浦
の
連
根
の
花
の
お
花
見
会

「
連
根
の
花
、
霞
ヶ
浦
す
ご
い
景
色
。

こ
れ
日
本
一
で
す
ね
」

「
大
げ
さ
だ
よ
、
日
本
一
な
ん

て
・
・
」
「
と
ん
で
も
な
い
、
世
界
一

の
風
景
で
す
よ
」

「
実
さ
ん
は
、
世
界
中
飛
び
回
っ
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
田
ん
ぼ
も
綺
麗
で

し
ょ
」

「
綺
麗
で
す
け
れ
ど
、
大
き
さ
と
色

が
不
ぞ
ろ
い
な
ん
で
す
。
不
ぞ
ろ
い

の
美
し
さ
も
あ
る
と
言
え
ば
、
い
い

け
れ
ど
・
・
・
」
，
「
大
き
さ
も
色
も

き
ち
ん
と
そ
ろ
っ
て
、
し
か
も
こ
れ

だ
け
広
い
面
積
は
世
界
一
な
の

ね
」
「
そ
う
で
す
。
そ
う
で
す
。一
年

一
回

。僕
は
見
に
来
な
い
と
、気
が

済
ま
な
い
」
１
９
９
０
年
ご
ろ
、
一

年
に
一
回
、
7
月
の
朝
。福
田
実
さ

ん
か
ら
電
話
が
あ
る
。

私
た
ち
夫
婦
は
車
を
運
転
し
て
土

浦
駅
で
彼
を
拾
っ
て
、
霞
ヶ
浦
の
ほ

と
り
の
、
蓮
根
の
花
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
、
歩
い
た
り
、
車

に
の
っ
た
り
、
歩
崎
ま
で
、
お
し
ゃ
べ

り
に
余
念
が
な
か
っ
た
。

北
里
柴
三
郎
の
も
と
で
働
い
て
い

た
夫
の
祖
父
平
沢
有
一
郎
が
、
自

分
の
姪
の
琴
子
の
夫
に
選
ん
だ
の

が
中
村
万
作
氏
だ
っ
た
。
彼
は
牧
師

だ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
社
会
的
貢

献
を
土
浦
の
町
に
残
し
て
い
る
。万

作
氏
の
二
人
の
姉
妹
は
偶
然
二
人

と
も
、か
す
み
が
う
ら
市
の
福
田
家

の
兄
弟
と
結
婚
し
て
い
る
。
福
田

実
さ
ん
と
、
道
子
さ
ん
は
二
人
と

も
医
者
で
、
道
子
さ
ん
は
産
婦
人

料
医
と
し
て
、
土
浦
新
治
病
院

（
今
の
協
同
病
院
）
に
勤
務
し
た
こ

と
も
あ
る
。
福
田
実
さ
ん
は
麻
酔

医
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
モ
ン
ト

に
住
み
、
も
の
す
ご
く
忙
し
い
日
々

を
送
っ
て
い
た
が
、
一
年
一

回
、
7

月
に
日
本
で
の
学
会
、
臨
床
報
告

会
な
ど
に
か
こ
つ
け
て
必
ず
日
本

に
や
っ
て
く
る
。

霞
ヶ
浦
の
ほ
と
り
に
咲
く
蓮
根
の

花
を
見
に
来
る
の
だ
。
花
は
、
昼
に

は
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
の
で
、朝
早
く

行
く
し
か
な
い
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
い
て
、
世
界
的
な
感
染

症
の
防
止
に
努
め
た
ケ
イ
ジ
・
フ
ク

ダ
氏
は
、
こ
の
二
人
の
息
子
さ
ん

で
、
２
０
１
９
年
、
県
の
感
染
症
講

演
会
に
講
師
と
し
て

来
て
く
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
声
が
父
親
と
そ
っ
く

り
な
の
で
、私
は
聞
き
な
が
ら
涙
が

出
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

夫
も
福
田
実
夫
妻
も
、
あ
の
世
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
年
も
東
京

か
ら
娘
が
来
て
く
れ
て
、私
は
福
田

さ
ん
一
家
を
偲
び
な
が
ら
霞
ヶ
浦

蓮
根
の
お
花
見
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

（
表
紙
イ
ラ
ス
ト
）
夏
野
か
な
せ
み
・
（
表
紙
の
文
章
）
瀬
川
正
明
・
（
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
）
菊
地
章
雄
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編
集
後
記

小
さ
な
小
さ
な
家
庭
菜

園
で
毎
日
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ

リ
が
収
穫
さ
れ
て
、
い
つ

の
間
に
夏
に
な
っ
た
の
か

と
驚
く
。い
つ
の
間
に
か
と

い
う
か
、
あ
っ
と
い
う
間
に

夏
が
来
た
と
い
っ
た
感
じ

か
。
当
会
の
活
動
も
暑
さ

対
策
を
十
分
に
し
な
い
と

い
け
な
い
と
悩
ま
さ
れ
る
。

環
境
省
が
連
日
の
よ
う
に

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」
を
発
し
、
防
災
無
線

で
も
注
意
喚
起
さ
れ
る
。

身
長
が
低
い
子
ど
も
の
方

が
大
人
よ
り
も
暑
さ
を

感
じ
や
す
い
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
に
外
で
遊
べ
な
い
世

界
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

そ
ん
な
暑
い
日
々
だ
か
ら

涼
し
い
博
物
館
め
ぐ
り
も

い
い
か
も
知
れ
な
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
で

は
企
画
展
「
恐
竜
と
と
も

に
生
き
た
生
物
た
ち
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
常
陽

資
料
館
の
「
ハ
ニ
ワ
展
」
も

面
白
か
っ
た
。(

菊
地
章

雄)
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